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 研究背景と目的 





変化（Dillman 1975 など），地面反力や関節トルク（Munro et al. 1987 など），下肢の筋活動



























りも走速度の増加を可能にする要因の 1 つだと考えられる． 
 これらの地面反力や力積の群間差を検討するために，第 4 章では，第 3 章と同一被検者
の加速局面における，下肢関節の角度，角速度，関節トルクの変化パターンを観察した．
その結果，競技レベルの高い短距離選手は加速局面の各ステップの接地期における下肢三
関節（足関節，膝関節，股関節）の関節トルクが有意に高値を示したが，最大，最小角度
および最大，最小角速度には両群間差はなかった．これらの結果は，下肢三関節の関節角
度や角速度よりも発揮トルクの大きさが，加速局面のスプリントにおいて重要であること
を示唆するものであり，下肢三関節の関節角度や角速度が必ずしも加速局面における走加
速度の違いを説明する要因にはならないことを示すものである． 
第 5 章では，競技レベルの高い短距離選手と競技レベルの低い短距離選手の下肢関節の
等尺性発揮筋力や腱の力学的特性といった筋腱複合体の機能特性を観察し，競技レベルの
高い短距離選手の下肢の筋腱複合体の機能特性の特徴を検討した．その結果，腓腹筋腱お
よび外側広筋腱スティフネス，下肢三関節の等尺性発揮筋力にはいずれも両群間に有意差
は認められなかった．これらの結果から，腓腹筋腱や外側広筋腱スティフネス，等尺性発
揮筋力の個人差が短距離走における走速度を説明する要因にはならないことが明らかにな
った． 
 
結論 
 本研究の結果，短距離走の加速局面において，大きな下肢三関節トルクを発揮すること
で，大きな力積の水平成分を獲得し，加速局面全体を通して走加速度を高めることで，高
い走速度での疾走を可能にしていることが明らかになった． 
